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中性子検出器は国土安全保障や社会インフラの維持などの分野に応用することができる。これらの

応用には高い検出効率、高い位置感度、ガンマ線等のバックグラウンドノイズに対する低い検出効率

などが求められるが、ガス検出器やシンチレータが使われる。ガス検出器に使われる 3Heや BF3には、

高価な気体や有毒な気体が含まれるため、シンチレータが次世代の中性子検出器として期待される。 

中性子のエネルギーは飛行時間法（TOF）によって測定され、シンチレータのエネルギー分解能は

そのタイミング応答に依存する。無機シンチレータでは、蛍光寿命が長くエネルギー分解能が低い、

結晶に潮解性があるといった問題がある。従って、無機結晶のような潮解性もなく、ガンマ線の検出

効率が低く、短い減衰時間を持つ有機結晶シンチレータに着目した。有機物の中でも機械的に安定で

結晶化が容易で特にパルス波形弁別し易いトランススチルベン結晶と [1]、それよりも速い減衰時間を

持つ 1,4-Bis(2-methylstyryl)benzene (BisMSB) を添加したトランススチルベン結晶を育成した。 

結晶は真空炉を用いたセルフシーディング垂直ブリッジマン法で育成した [2]。石英アンプルに原料

粉末を入れ、純度 5N 以上の高純度窒素雰囲気中で抵抗加熱により加熱し、1.44mm/h の速度で引き下

げた。育成した結晶を Fig.1に示した。また、二つの結晶とも粉末Ｘ線回折ピークからトランススチル

ベンの相が確認できた。Fig.2のフォトルミネッセンス（PL）スペクトラムから、トランススチルベン

に BisMSBを添加することによって青色と緑色の発光ピークが現れた。詳細は本発表で説明する。 
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